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て7｣ ｢次に,十の位は,4から2をひいて2｣ r最後に,十の位の2と -の
位の7を合わせて27｣などと説明することができるo
学習活軌 教師の支援 形成的評価
1 問題を知り,本時の課題 をつか 問題






ぽうをつかって -のくらいの 数が ひけないときの ひっさんの
しかたを 考えて せつめいしようo
2 数え棒を勅か 2 (1)位取り板に数え棒を思いて,数え棒を動かしながら, ･数え棒を動か
しながら,筆算の 筆算の仕方を口々に言わせるo しながら53
仕方を考える03 輩範の仕方に (2)言葉で貌明しにくい子どもには,数え棒をどのよう -26の繁算
に動かしたのか問いかけながら,操作と説明が結びつ の仕方を鋭明











､は. llくり下げる= 三二J6;.t:.?,三:こ: ≡:ir 十の位 --の位 卜のく▲-Jいから1く｡卜げて
13-6-7l l lI-=U '■ …紺
目目 口 Ⅲ Ⅲ f:<:-:三∴-= 7,;i,:,:二 三…7
(4)繋罪の仕方がまとめられたところで,数え棒を動か
さずに.数え棒の操作を念頭に思い浮かべながら,笠
算の仕方を況明できるようにするo
(5)数え棒を動かさなくても,笥算の仕方が説明できる
ようになったところで,教え棒の動きをイメージしな
がら,筆罪だけを見て筆昇の仕方を説明できるように
するC
-33 -
4 71-47の
筆算の仕方を説
明する｡
5 本時のまとめ
立する｡
4 (1)71-47についても取り上げ,まずは,位取り板
の上で数え棒を動かしながら筆算の仕方を順序立ててペア
の友だちに繰 り返し説明できるようにする｡
(2)数え棒を動かしながら説明できるようになったとこ
ろで,数え棒の操作を念頭に思い浮かべながら,数え
棒を動かさずに頂算の仕方をペアの友だちに説明させ
る｡
(3)数え棒を動かさずに説明しにくい子どもには,手元
の数え棒を見ながら順序立てて説明するよう助言す
る｡
(4)数え棒を動かさなくても説明できるようになったと
ころで,今度は空托算だけを見て,ペアの友だちに説明
できるようにする｡
5 本時は,-の位の数がひけないときの筆第の仕方につい
て数え棒を動かしながら説明できるようになったことや,
-の位の数がひけないときには,十の位から10の東を1
つもらってばらの1にすれば計第できることを子どもの言
灘でまとめるようにする｡
･数え棒を動か
しながら,7
1-47の筆
算の什方をペ
アの友だちに
説明できてい
るか｡
5 考察
本研究では,2年 ｢たし第とひき算の撃罪 ｣
の尖践を通 して,算数科における言語活助の充
実を図るための工夫について考察した｡
児壷は,数え棒を操作しながら惣第の仕方に
ついて考え,その畢節の仕方を数え棒の操作と
結びつけながら説明することで,-の位の数が
ひけないときには,十の位から10の束を一つ
もらってばらの-10本にすればよいことに気
付くことができた｡そして,操作と説明を何度
か繰 り返させることで,その操作イメージと｢十
の位から1繰り下げる｣という育英をより結び
つけることができた｡また.吹き出しで筆算の
仕方を整理 したり,全体やペアで話し合う活動
を取り入れたりすることも,第第の仕方や十進
位取り記数法のよさを確かなものにする上で有
効であったと考えられる｡
今後も,算数科における言語活動の充実を図
るための工夫について,より一層研究を深めて
いきたい｡
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